
平成 28年 

学会発表 

1. 中島 淳：シンポジウム「アルコール性臓器障害 機序解明の継往開来」司会．第 35 

回 アルコール医学生物学研究会学術集会 シンポジウム．2016 年 1 月 22 日,東京 

2. 本多 靖、結束貴臣、小川祐二、留野 渉、今城健人、馬渡弘典、藤田浩司、米田正人、

斉藤 聡、中島 淳：選択的 SGLT2阻害薬の 2型糖尿病合併 NASH への効果．アルコー

ル医学生物学研究会学術集会 一般演題 6，2016年 1月 22日,東京 

3. 結束貴臣、今城健人、本多靖、加藤孝征、小川祐二、留野 渉、馬渡弘典、遠藤宏樹、

藤田浩司、米田正人、斉藤 聡、和田孝一郎、中島 淳．アルコール性肝障害、非アル

コール性脂肪肝疾患患者の腸内細菌叢に関する検討．アルコール医学生物学研究会学

術集会 一般演題 7，2016年 1月 22日,東京 

4. 留野 渉、今城健人、小川祐二、本多 靖、結束貴臣、馬渡弘典、藤田浩司、米田正人、

斉藤 聡、中島 淳：飲酒量から見た、繊維化進行脂肪肝の拾い上げにおける FIB-4 

Indexの有用性について－健診施設との病診連携を介した前向き検討－．アルコール医

学生物学研究会学術集会 一般演題 9，2016年 1月 23日,東京 

5. 今城健人、本多靖、結束貴臣、小川祐二、中島 淳：慢性肝疾患における MRIを用いた

肝内鉄沈着と肝病態の検討．アルコール医学生物学研究会学術集会 一般演題 9，2016

年 1月 23日,東京 

6. 中島 淳：セミナー講師 大腸の生理・運動機能と病態．第 31回日本消化器内視鏡学

会関東セミナー．2016年 1月 24日，東京． 

7. 今城健人、結束貴臣、本多靖、小川祐二、米田正人、中島淳：慢性肝疾患の病期診断に

おけるＭＲＩの有用性を検討する．第 12回 酸化ストレスと肝研究会 セッション１

「ＮＡＳＨ・ＮＡＦＬＤの病態（１）」，2016 年 2月 13日，福岡 

8. 内山詩織、日暮琢磨、小宮靖彦、梅沢翔太郎、中島淳：大腸癌患者における腸内細菌と

口腔内細菌叢の検討．第 12 回日本消化管学会総会学術集会 ワークショップ 7 

Microbiotaと腸疾患の最新知見，2016年 2月 26日，東京 

9. 遠藤宏樹、加藤孝征、梅沢翔太郎、冬木晶子、内山詩織、大久保秀則、日暮琢磨、野中

敬、中島淳：低用量アスピリン服用者の小腸粘膜傷害リスクを高めるプロトンポンプ阻

害薬：microbiota変化の影響の可能性．第 12回日本消化管学会総会学術集会 ワーク

ショップ 7 Microbiotaと腸疾患の最新知見，2016年 2月 26日，東京 

10. 中島淳：副司会．第 12 回日本消化管学会総会学術集会 コアシンポジウム 3 機能性

疾患：「機能性ディスペプシアの新展開」〜他の機能性消化管障害との overlapへの対

応〜．2016 年 2月 27 日，東京 

11. 中島淳：司会．第 12 回日本消化管学会総会学術集会 ワークショップ 8 機能性腸疾

患の新展開．2016年 2月 27日，東京 

12. 稲生優海、稲森正彦、鹿野島健二、松浦瑞惠、冬木晶子、大久保秀則、飯田洋、野中敬、



高原太郎、中島淳：慢性便秘症患者における MRIでの結腸内容物評価．第 12回日本消

化管学会総会学術集会 ワークショップ 8 機能性腸疾患の新展開．2016年 2月 27日，

東京 

13. 冬木晶子、大久保秀則、中島淳：慢性偽性腸閉塞症の診断におけるシネ MRIの有用性．

第 12回日本消化管学会総会学術集会 ワークショップ 8 機能性腸疾患の新展開．2016

年 2月 27日，東京 

14. 大久保秀則、冬木晶子、中島淳：PEG-Jの慢性偽性腸閉塞症（CIPO）の腸管減圧におけ

る有用性検討．第 12 回日本消化管学会総会学術集会 ワークショップ 8 機能性腸疾

患の新展開．2016年 2月 27日，東京 

15. 有本純、日暮琢磨、冬木晶子、梅沢翔太郎、内山詩織、大久保秀則、遠藤宏樹、野中敬、

中島淳：大腸 ESD 後の痛みの危険因子の検討．第 12回日本消化管学会総会学術集会 一

般演題（オーラルセッション）20 大腸 ESD．2016年 2月 27日，東京 

16. 加藤孝征、遠藤宏樹、中島淳：大腸カプセル内視鏡におけるポリ－プの性状と読影力が

診断精度に与える影響．第９回日本カプセル内視鏡学会学術集会 主題演題 大腸カ

プセル内視鏡における診断精度向上．2016年 2月 28日，東京 

17. 遠藤宏樹：座長．第９回日本カプセル内視鏡学会学術集会 一般演題Ⅲ NSAID関連病

変および腫瘍．2016 年 2月 28日，東京 

18. 野中敬、稲生優海、日暮琢磨、大久保秀則、飯田洋、遠藤宏樹、稲森正彦、中島淳：当

院における Helicobacter pylori 除菌診療の現状．第 48回胃病態機能研究会 一般

演題 4 ピロリ  2016年 2月 28日，東京 

19. 中島淳：基調講演Ⅰ座長「腸管を超えて腸内細菌は全身に作用する」．第 3回 Medical 

Frontier Consortium Beyond the Organcentric Dogma, 東京，2016 年 3月 26日． 

20. Kessoku T, Imajo K, Honda Y, Ogawa Y, Kato T, Endo H, Wada K, Nakajima A：
CHARACTERISTICS OF FECAL MICROBIOTA IN NON-ALCOHOLIC FATTY LIVER DISEASE 

(NAFLD) PATIENTS: A CONNECTION BETWEEN ENDOTOXIN AND NAFLD. The International 

Liver Congress 2016, EASL Presentations: Fatty liver disease Clinical ,15 April 

2016 

21. Imajo K, Honda Y, Kessoku T, Tomeno W, Ogawa Y, Mawatari H, Fujita K, Yoneda 
M, Saito S, Nakajima A: MAGNETIC RESONANCE IMAGING MORE ACCURATELY CLASSIFIES 

STEATOSIS AND LIVER FIBROSIS IN NON-ALCOHOLIC FATTY LIVER DISEASE THAN 

TRANSIENT ELASTOGRAPHY. The International Liver Congress 2016, EASL 

Presentations: Non-invasive tests for evaluation of liver disease severity and 

prognosis Fatty liver disease Clinical 15 April 2016 

22. T. Kessoku, Y. Sumida, K. Imajo, Y. Honda, Y.Ogawa, M. Yoneda ,M. Ono, Y. 
Egushi, A. Nakajima and Japan Study Group of NAFLD (JSG-NAFLD): EFFICACY OF 

GLUTATHIONE FOR THE TREATMENT OF NON-ALCOHOLIC FATTY LIVER DISEASE: AN OPEN-



LABEL, MULTICENTER, PROSPECTIVE STUDY. The International Liver Congress 2016, 

EASL POSTER PRESENTATIONS: 15 April 2016. 

23. Y. Honda, T. Kessoku, Y.Ogawa, K. Imajo, M. Yoneda, S. Saito, A. Nakajima: THE 
CHARACTERISTICS OF NON-OBESE NON-ALCOHOLIC FATTY LIVER DISEASE: EFFECT OF 

GENETIC AND ENVIRONMENTAL FACTORS. The International Liver Congress 2016, EASL 

POSTER PRESENTATIONS, 15 April 2016. 

24. Y. Ogawa , Y. Honda , T. Kessoku, W. Tomeno, S.Kato, K. Imajo,H. Mawatari, K. 
Hujita, S. Saito, A. Nakajima: SATURATED FATTY ACID, PALMITATE, INDUCED LIVER 

INFLAMMATION AND FIBROSIS IN VIVO. The International Liver Congress 2016, EASL 

Presentations: PAPER POSTER PRESENTATION, 16 April 2016. 

25. 結束 貴臣、今城 健人、中島 淳：非アルコール性脂肪肝炎の線維化進展に寄与する腸

内細菌叢の検討．第 102 回日本消化器病学会総会 ワークショップ 3 NAFLD/NASH 研

究の新知見から臨床への新たな戦略、東京、2016年 4月 21日 

26. 冬木 晶子、大久保 秀則、中島 淳：腹部膨満症状を有する患者におけるシネ MRIを用

いた小腸蠕動評価． 第 102 回日本消化器病学会総会 シンポジウム 9 機能性消化管

疾患の新展開―基礎から臨床まで―、東京、2016年 4月 21日 

27. 加藤 孝征、遠藤 宏樹、中島 淳：アスピリン連日投与により変化する腸管透過性：低

侵襲薬剤に対する腸粘膜防御機構． 第 102 回日本消化器病学会総会 ワークショッ

プ 5 薬剤性消化管障害の現状と対策、東京、2016年 4月 23日 

28. 中島 淳：司会．第 102 回日本消化器病学会総会 パネルディスカッション 6 消化器

から生活習慣病を診る、東京、2016 年 4月 21日 

29. 日暮 琢磨、中島 淳：メトホルミンによる大腸腫瘍の化学予防：無作為対照試験．第 102

回日本消化器病学会総会 パネルディスカッション 6 消化器から生活習慣病を診る、

東京、2016 年 4月 21 日 

30. 細野 邦広、中島 淳、窪田 賢輔：EUS-エラストグラフィーによる早期慢性膵炎の評価．

第 102 回日本消化器病学会総会 ワークショップ 7 早期慢性膵炎の診断と治療の進

歩、東京、2016 年 4月 21 日 

31. 遠藤 宏樹、加藤 孝征、中島 淳：便潜血検査は低用量アスピリン小腸粘膜傷害をカプ

セル内視鏡検査前に評価できるか？第 102 回日本消化器病学会総会 ワークショップ

8 変わりつつある小腸疾患の最新知見、東京、2016年 4月 21日 

32. 加藤 孝征、遠藤 宏樹、中島 淳：小腸カプセル内視鏡における従来の弱点は，技術改

良によって克服されたのか？―PillCamⓇ SB2と PillCamⓇ SB3の診断能の比較―．第

102 回日本消化器病学会総会 シンポジウム 8 進歩し続ける小腸内視鏡モダリティ、

東京、2016 年 4月 22 日 

33. 今城 健人、斉藤 聡、中島 淳：MRI を用いた非アルコール性脂肪肝炎の非侵襲的画像

診断．第 102回日本消化器病学会総会 ワークショップ 9 新規技術を用いた肝疾患診



療の未来～診断から治療へ、東京、2016 年 4月 23日 

34. 米田 正人、今城 健人、中島 淳、シフ ユージン：肥満を合併する肝疾患患者に対する

ファイブロスキャン XLプローブおよび Shear Wave Elastographyの肝線維化診断能．

第 102回日本消化器病学会総会 一般演題 口演 肝硬変 2、東京、2016年 4月 23日 

35. 藤澤 聡郎、中島 淳、松橋 信行：膵臓癌における IL-13Rα2の予後規定因子と治療標

的としての可能性．第 102 回日本消化器病学会総会 シンポジウム 6 消化器癌におけ

る個別化医療の新展開、東京、2016 年 4月 23日 

36. 岩崎 暁人、佐藤 高光、藤田 祐司、細野 邦広、中島 淳、窪田 賢輔：当院における肝

門部胆管癌に対する経乳頭的胆管生検の成績と課題．第 102 回日本消化器病学会総会 

一般演題 口演 胆道 1、東京、2016年 4月 21日 

37. 中島 淳：慢性便秘症治療に関する最新の動向．第 102回日本消化器病学会総会 ラン

チョンセミナー23 慢性便秘症治療に関する最新の動向 マイラン EPD 合同会社、東

京、2016年 4月 22日 

38. 稲生 優海、大熊 幹二、鹿野島 健二、松浦 瑞恵、飯田 洋、野中 敬、稲森 正彦、中

島 淳：当院における機能性消化管障害に併存する疾患の実態．第 102回日本消化器病

学会総会 一般演題 ポスター 消化管運動、東京、2016年 4月 22日 

39. 松井 宣昭、留野 渉、藤田 浩司、馬渡 弘典、今城 健人、小川 祐二、結束 貴臣、本

多 靖、中島 淳、斉藤 聡：当院におけるインターフェロンフリー治療の有効性と安全

性の検討．第 102 回日本消化器病学会総会 一般演題 ポスター C型肝炎 5、東京、

2016年 4月 23日 

40. Higurashi T, Komiya Y, Arimoto J, Sakai E, Hosono K, Nakajima A: Low-Dose 
Metformin Suppressed Metachronous Colorectal Adenoma/Polyps in Non-Diabetic, 

Post-Polypectomy Subjects: A Multi-Centre Phase 3 Randomised Controlled Trial. 

DDW2016 Lecture Sessions- Scientific Sessions. 24 may 2016.San Diego. 

41. Komiya Y, Higurashi T, Umezawa S, Uchiyama S, Nakajima A: Association of 
Fusobacterium in Oral Cavity and Colorectal Carsinomas. DDW2016 Poster session-

Microbiome in Gastrointestinal& Liver disease. 21 may 2016.San Diego. 

42. Arimoto J, Higurashi T, Umezawa S, Ohkubo H, Endo H, Nonaka T, Nakajima A: The 
Analysis of Risk Factors of Post Colorectal ESD Localized Pain Syndrome. 

DDW2016 Poster Sessions-Health Care Delivery / Economics / Practice MGT. 21 

may 2016.San Diego. 

43. Iwasaki A, Kato Y, Sato T, Hosono K, Nakajima A, Kubota K : Role of EUS-Guided 
Pancreato-Biliary Duct Access for Benign Pancreatic Disease: Salvation for 

Refractory Cases and a Bridge to Surgery. DDW2016 Poster Sessions-Health Care 

Delivery / Economics / Practice MGT. 21 may 2016.San Diego. 

44. Komiya Y, Higurashi T, Umezawa S, Uchiyama S, Nakajima A : Association of 



Fusobacterium in Oral Cavity and Colorectal Carcinomas. DDW2016 Poster Sessions 

– Microbiome in Gastrointestinal & Liver Diseases. 21 may 2016.San Diego. 

45. Ohkubo H, Fuyuki A, Higurashi T, Umezawa S, Uchiyama S, Endo H, Nonaka T, 
Nakajima A: Percutaneus Endoscopic Gastrojejunostomy (PEG-J) Tube 

Decompress]on Therapy for Patients With Chronic Intestinal Pseudo-Obstruction 

(CIPO). DDW2016 Poster Sessions - STOMACH & SMALL BOWEL DISORDERS. 23 may 

2016.San Diego. 

46. Nonaka T, Kanoshima K, Inoh Y, Ohkubo H, Higurashi T, Iida H, Endo H, Inamori 
M, Nakajima A : The Efficacy and Safety of Deep Sedation With a Combination of 

Propofol and Dexmedetomidine Hydrochloride Under the  Guidance of 

Gastroentorologists for Gastric Endoscopic Submucosal Dissection. DDW2016 

Poster Sessions –HEALTH CARE DELIVERY/ECONOMICS/PRACTICE MGT. 23 may 2016.San 

Diego.  

47. 栗田 裕介、小林 孝輔、留野 渉、今城健人、馬渡弘典、藤田浩司、米田正人、中島 淳、

斉藤 聡：HCV抗体価と HCV-RNAの経時的変化を観察しえた一例．第 339回 日本消化器

病学会 関東支部例会 専修医Ⅴ(肝１)、東京、2016年 5月 21日 

48. 野中 敬、稲森正彦、遠藤宏樹、利野 靖、中島 淳：当院における十二指腸非乳頭部

上皮性腫瘍に対する内視鏡治療の現状と問題点．第 102回 日本消化器内視鏡学会関東

支部例会 ワ−クショップ３「消化器内視鏡治療における外科と内科のコラボレーショ

ン」．6月 12 日（日）．東京． 

49. 岩崎暁人、佐藤高光、細野邦広、中島 淳、窪田賢輔：当院における超音波内視鏡下胆

道ドレナージ術の経験．第 102 回 日本消化器内視鏡学会関東支部例会 ワ−クショッ

プ４「膵胆道内視鏡 −安全で確実な治療法の工夫−」 6月 12日（日）．東京． 

50. 香川幸一：座長． 第 102回 日本消化器内視鏡学会関東支部例会専修医セッション 胃

２．6月 11 日（土）．東京． 

51. 友成悠邦、有本純、冬木晶子、大久保秀則、日暮琢磨、千葉秀幸、野中 敬、坂口 隆、

厚川和裕、中島 淳：Coliticcancer に対して大腸 ESD を施行した一例 第 102 回 日

本消化器内視鏡学会関東支部例会 専修医セッション 大腸１．6月 11日（土）．東京． 

52. 浅岡美保、遠藤宏樹、長谷川翔、冬木晶子、梅沢翔太郎、内山詩織、大久保秀則、日暮 

琢磨、野中敬、山田貴允、林 慧、利野 靖、中島 淳：詳細なカプセル内視鏡読影が

診断に有用であった濾胞性リンパ腫の一例 第 102回 日本消化器内視鏡学会関東支部

例会 研修医セッション．6月 11日（土）．東京． 

53. 加藤孝征、遠藤宏樹、大久保秀則、日暮琢磨、野中 敬、中島 淳：技術改良による小

腸カプセル内視鏡の診断能力の進化．第 102 回 日本消化器内視鏡学会関東支部例会 

一般演題 技術改良による小腸カプセル内視鏡の診断能力の進化．6月 12日（日）．東

京． 



54. Fuyuki A, Ohkubo H,Higurashi T, Iida H, Inamori M, Nakajima A: Clinical 

importance of cine-MRI assessments of small bowel motility in patients with 

chronic intestinal pseudo-obstruction: a retrospective study of 33 patients. 

The 2nd Japan - Thailand Functional Gastrointestinal Disease Conference. 7th 

July 2016. Awajishima 

55. Komiya Y, Higurashi T, Nakajima A: The influence of colorectal ESD on abdominal 
symptoms. The 2nd Japan - Thailand Functional Gastrointestinal Disease 

Conference. 8th July 2016. Awajishima. 

56. Higurashi T, Fuyuki A, Uchiyama S, Arimoto J, Ohkubo H, Nakajima A: The efficacy 
of Kampo “Keishikasyakuyakuto” for irritable bowel syndrome: feasible study. 

The 2nd Japan - Thailand Functional Gastrointestinal Disease Conference. 8th 

July 2016. Awajishima  

57. Yamada E, Watanabe S, Kawana I, Nakajima A: Factors associated with poor 
therapeutic response in outpatients with irritable bowel syndrome: a 

multicenter study in Japan. The 2nd Japan - Thailand Functional 

Gastrointestinal Disease Conference. 8th July 2016. Awajishima 

58. Kato T, Tsushiya I,Nakajima A: Lubiprostone improves the intestinal 

permeability, a new approach for “leaky gut”; a prospective randomized pilot 

clinical study in healthy volunteers. The 2nd Japan - Thailand Functional 

Gastrointestinal Disease Conference. 8th July 2016. Awajishima 

59. Ohkubo H, Fuyuki A, Inoh Y, Iida H, Inamori M, Higurashi T, Nakajima A: Efficacy 
of percutaneous endoscopic gastro-jejunostomy (PEG-J) decompression therapy 

for the patients with chronic intestinal pseudo-obstruction (CIPO): a pilot 

study. The 2nd Japan - Thailand Functional Gastrointestinal Disease Conference. 

8th July 2016. Awajishima 

60. 小川祐二、本多 靖、結束貴臣、加藤真吾、今城健人、米田正人、中島 淳：パルミチ

ン酸が引き起こす肝臓における自然免疫応答と肥満に伴う endotoxia の相互作用に

ついての検討．第 23回肝細胞研究会 シンポジウム 3「肝細胞微小免疫環境の解明に

基づく疾患研究－動的平衡の維持と破綻のメカニズム」．2016 年 7 月 8 日．大阪(大阪

大学中之島センター) 

61. 結束貴臣、今城健人、本多靖、加藤孝征、小川祐二、留野渉、嶋川真木、田中良紀、及

川洋祐、大野裕史、臼田春樹、日暮琢磨、遠藤宏樹、米田正人、斉藤聡、和田孝一郎、

中島淳：腸管透過性を介した非アルコール性脂肪肝炎の病態進展における腸内細菌叢

とエンドトキシンの関連性の検討．第 53 回 日本消化器免疫学会総会 シンポジウム

1「NASH/NAFLD の基礎と臨床 ～病態解明に向けた新たな展開～」．2016 年 7月 14日．

ホテルニューオータニ大阪（大阪） 



62. 加藤孝征、遠藤宏樹、中島淳：次世代シークエンサーによるプロトンポンプ阻害薬投与

前後における腸内細菌叢の変化とメタボローム解析による代謝産物への影響の検討．

第 53 回 日本消化器免疫学会総会 シンポジウム 2「消化器疾患とマイクロバイオー

タ ～腸内細菌を学び、消化器疾患を知る～」．2016 年 7 月 14 日．ホテルニューオー

タニ大阪（大阪） 

63. 小宮靖彦、日暮琢磨、梅沢翔太郎、内山詩織、中島淳：大腸癌と口腔内の Fusobacterium

属細菌の相関性に関する検討．第 53 回 日本消化器免疫学会総会 シンポジウム 2「消

化器疾患とマイクロバイオータ ～腸内細菌を学び、消化器疾患を知る～」．2016 年 7

月 14日．ホテルニューオータニ大阪（大阪） 

64. 結束貴臣：microRNA-27b亢進は NASH進展に関与し,臓器移行によって肥満を形成する．

第 3 回肝臓と糖尿病・代謝研究会 ワークショップ 2 「肝疾患と糖代謝異常の

Crosstalk」―Young Investigator Awards―．2016年 7月 16日．金沢（石川県立音楽

堂邦楽ホール・交流ホール） 

65. 今城健人：慢性肝疾患における MRI を用いた肝内鉄沈着評価とインスリン抵抗性の検

討．第 3回肝臓と糖尿病・代謝研究会 一般口演３ 糖尿病における NASH/NAFLD のマ

ネージメント．2016 年 7月 16日．金沢（石川県立音楽堂邦楽ホール・交流ホール） 

66. 本多靖：新規選択的 PPARαモジュレーター（SPPARMα） K-877の NASHおよび代謝異常

への治療効果. 第 3回肝臓と糖尿病・代謝研究会 ポスターセッション NASH/NAFLD治

療 1（基礎）．2016年 7月 16日．金沢（石川県立音楽堂邦楽ホール・交流ホール） 

67. 小川祐二：肥満に伴う endotoxiaが引き起こす肝臓における lipotocity増悪の機序解

明についての検討．第 3 回肝臓と糖尿病・代謝研究会 ポスターセッション 

NASH/NAFLD の成因と病態 2（基礎）．2016 年 7 月 16 日．金沢（石川県立音楽堂邦楽ホ

ール・交流ホール） 

68. 結束貴臣：非アルコール性脂肪肝疾患進展に腸内細菌叢の異常による腸管透過性亢進

機序が関与する．第 3回肝臓と糖尿病・代謝研究会 ポスターセッション NASH/NAFLD

の成因と病態 2（基礎）．2016 年 7月 16日．金沢（石川県立音楽堂邦楽ホール・交流ホ

ール） 

69. 大久保秀則：座長．日本消化器病学会関東支部第 340 回例会 専修医Ⅳ．2016 年 7 月

16日．東京（海運クラブ） 

70. 大久保秀則、冬木晶子、有本純、日暮琢磨、野中敬、中島淳：消化管穿孔がないにもか

かわらず腹腔内遊離ガスを呈した慢性偽性腸閉塞症の 2 例．日本消化器病学会関東支

部第 340 回例会 （１２）小腸．2016年 7月 16日．東京（海運クラブ） 

71. 石田彩花、佐藤高光、鈴木英祐、栗田裕介、岩崎暁人、香川幸一、藤田祐司、細野邦広、

窪田賢輔、中島淳、澤住知枝、青木一郎：非閉塞性腸管虚血（NOMI）が疑われた急性腹

症の一例．日本消化器病学会関東支部第 340 回例会 研修医Ⅱ（胃・十二指腸２、小

腸）．2016年 7月 16 日．東京（海運クラブ） 



72. 金丸雄志、川村充力、留野渉、小川祐二、今城健人、米田正人、中島淳、斉藤聡、岩下

広道、日比谷孝志、山中正二：若年より門脈圧亢進症と診断され急速に肝不全が進行し

た一症例．日本消化器病学会関東支部第 340 回例会 研修医Ⅴ（肝）．2016 年 7 月 16

日．東京（海運クラブ） 

73. 中島 淳：司会．合同学術集会 2016 スポンサードシンポジウム 2「microbiome と消

化管」．2016年 9月 9日．札幌市（北海道大学医学部学友会館 フラテ） 

74. 中島 淳：司会．合同学術集会 2016 スポンサードシンポジウム 6「慢性便秘症治療の

新しい潮流」．2016年 9月 10日．札幌市（北海道大学医学部学友会館 フラテ） 

75. 有本 純、加藤孝征、冬木晶子、大久保秀則、日暮琢磨、野中敬、中島淳：便メタゲノ

ム解析による PPI 投与前後における腸内細菌叢の変化の解明．合同学術集会 2016 ス

ポンサードシンポジウム 2「microbiomeと消化管」．2016年 9月 9日．札幌市（北海道

大学医学部学友会館 フラテ） 

76. 加藤孝征、土谷一泉、中島淳：慢性便秘治療薬であるルビプロストンは腸管透過性を改

善し “leaky gut” に対する新たなアプローチとなり得るか –健常ボランティアを対

象とした前向きランダム化検証–．合同学術集会 2016 スポンサードシンポジウム 6「慢

性便秘症治療の新しい潮流」2016年 9月 10日．札幌市（北海道大学医学部学友会館 フ

ラテ） 

77. 大熊幹二、稲森正彦、飯田洋、稲生優海、鹿野島健二、城野文武、野中敬、藤田浩司、

井田智則、日下部明彦、森川暎一郎、秋間崇、妹尾孝浩、池田隆明、中島淳：有線式 pH

モニタリングを用いたプロトンポンプインヒビター内服投与時の胃内 pHモニタリング

〜Vonoprazan,Lansoprazole,Famotidineを用いた Three-way crossover試験〜．合同

学術集会 2016 一般演題 3 GERD（1）．2016年 9月 10日．札幌市（北海道大学医学部

学友会館 フラテ） 

78. 山田英司、渡邉誠太郎、川名一郎、中島淳：過敏性腸症候群における治療抵抗性因子の

検討-多施設共同研究-．合同学術集会 2016 並木賞候補演題．2016 年 9月 10日．札幌

市（北海道大学医学部学友会館 フラテ） 

79. 加藤孝征、冬木晶子、日暮琢磨、有本純、大久保秀則、中島淳：過敏性腸症候群に対す

る桂枝加芍薬湯の有効性．合同学術集会 2016 一般演題 11 IBS（2）．2016年 9月 10

日．札幌市（北海道大学医学部学友会館 フラテ） 

80. 有本 純、日暮琢磨、後藤駿吾、冬木晶子、大久保秀則、千葉秀幸、野中敬、坂口隆、

厚川和裕、中島淳：大腸 ESD 後の痛みの危険因子の検討．合同学術集会 2016 一般演

題 12 便通異常他．2016 年 9 月 10 日．札幌市（北海道大学医学部学友会館 フラテ） 

81. 福井諒、小川祐二、留野渉、今城健人、米田正人、桐越博之、中島淳、山中正二、大橋

健一、斉藤聡：腹腔内出血が発見の契機となった脾臓原発血管肉腫の１例．日本消化器

病学会関東支部第 341 回例会 研修医Ⅳ(胆・その他)．平成 28 年 9 月 24 日．東京都

（海運クラブ） 



82. 鈴木 章浩、垣内美和子、田頭 周、加藤 洋人、上田 宏生、山本 尚吾、辰野 健二、大

島 貴、利野 靖、中島 淳、深山 正久：日本人胃がんの包括的ゲノムプロファイル．第

75回日本癌学会学術総会 ポスターセッション がんゲノム解析 (1)． 平成 28年 10

月 6日．横浜市（パシフィコ横浜） 

83. 松浦 哲也、落合 雅子、今井 俊夫、中島 淳、筆宝 義隆：n vitroモデルが明らかに

するマウス膵管発がんにおける Kras 遺伝子座の重要性．第 75回日本癌学会学術総会 

ポスターセッション 培養細胞実験系．平成 28 年 10 月 8 日．横浜市（パシフィコ横

浜） 

84. 石川 俊平 2、油谷 浩幸 

85. 中島淳、結束貴臣、今城健人、米田正人：NASH/NAFLD 病態における腸内細菌由来のエ

ンドトキシンの役割．第 37回日本肥満学会 日本肝臓学会・日本肥満学会合同シンポ

ジウム 肝疾患と肥満：NAFLDと肝癌．平成 28年 10月 7日．東京都（東京ファッショ

ンタウンビル） 

86. 結束貴臣、今城健人、中島淳：microRNA-27bの臓器間連関からみた肥満・NAFLD形成メ

カニズムの解明．第 37 回日本肥満学会 一般演題（口演 7） 臓器連関・システム．

平成 28 年 10月 7日．東京都（東京ファッションタウンビル） 

87. 本多靖、米田正人、中島淳：新規選択的 PPARαモジュレーターK-877の NASHへの有用

性（脂質・エネルギー代謝の調節）．第 37 回日本肥満学会 一般演題（口演 13） 脂

肪肝（基礎）．平成 28年 10月 7日．東京都（東京ファッションタウンビル） 

88. 結束貴臣、今城健人、中島淳：非アルコール性脂肪肝疾患の進展における腸管透過性亢

進機序を介した腸内細菌叢の検討．第 37回日本肥満学会 一般演題（口演 13） 脂肪

肝（基礎）．平成 28年 10月 7日．東京都（東京ファッションタウンビル） 

89. Kato T, Tsuchiya I, Nakajima A: Lubiprostone Improves The Intestinal Per-
Meability, A New Approach For "Leaky Gut"; A Prospective Randomized Pilot 

Clinical Study In Healthy Volunteers．UEGW Free Paper Session Pathophysiology 

of IBS. October 18, 2016. Vienna, Austria  

90. Kato T, Tsuchiya I, Nakajima A: The Influence Of Proton Pump  Inhibiter  In 

Human Microbiota And Metabolic Production Related To Adverse Events. UEGW2016 

Poster Session Small Intestinal II. Tuesday, October 18, 2016. Vienna, Austria 

91. Kurita Y, Sato T, Iwasaki A, Kagawa K, Hosono K, Nakajima A, Kubota K: 

Endoscopic Ultrasound-Guided Biliary Drainage For Benign Biliary Stricture  

And Preoperative Biliary Drainage. UEGW2016 Poster Sessions. October 19, 2016. 

Vienna, Austria 

92. 梅沢 翔太郎、日暮 琢磨、中島 淳：肥満大腸発癌モデルマウスにおける EPAによる大

腸発癌予防メカニズム‐GPR120 を介した経路の検討．JDDW2016 統合プログラム

6(JDDW（肝臓学会・消化器病学会・消化器内視鏡学会・消化器外科学会）)．2016年 11



月 5日．兵庫（神戸コンベンションセンター） 

93. 留野 渉、中島 淳、斉藤 聡：C 型慢性肝炎治療前後の肝硬度改善に寄与する因子につ

いての検討．JDDW2016パネルディスカッション 3(肝臓学会・消化器病学会・消化器外

科学会・消化器がん検診学会)．2016 年 11 月 3 日．兵庫（神戸コンベンションセンタ

ー） 

94. 内山 詩織、日暮 琢磨、中島 淳：大腸上皮におけるパルミチン酸の影響～パルミチン

酸は大腸上皮の増殖因子であり ACFを増殖させる．JDDW2016ワークショップ 2(消化器

病学会・肝臓学会・消化器外科学会・消化器がん検診学会)．2016 年 11 月 3 日．兵庫

（神戸コンベンションセンター） 

95. 今城 健人、斉藤 聡、中島 淳：血清 ALT，血清 CK18及び MRIの組み合わせにより NAFLD 

activity score を非侵襲的に診断する．JDDW2016 ワークショップ 4(肝臓学会・消化

器病学会・消化器外科学会・消化器がん検診学会)．2016 年 11 月 3 日．兵庫（神戸コ

ンベンションセンター） 

96. 結束 貴臣、今城 健人、中島 淳：microRNA-27bを介した腸管由来のエンドトキシンと

非アルコール性脂肪肝炎の関係性の in vivo検討．JDDW2016 ワークショップ 5(消化

器病学会・消化器内視鏡学会・肝臓学会・消化器外科学会・消化器がん検診学会)．2016

年 11月 3日．兵庫（神戸コンベンションセンター） 

97. 米田 正人、E. Thomas、中島 淳：B型肝炎ウイルス感染早期における MDA5，NFκBを

介した肝細胞自然免疫反応．JDDW2016ワークショップ 9(肝臓学会・消化器病学会・消

化器外科学会)．2016 年 11 月 4日．兵庫（神戸コンベンションセンター） 

98. 中島 淳：司会 JDDW2016 ワークショップ 15(肝臓学会・消化器病学会)  門脈圧亢

進症の治療の適応と至適タイミング．2016年 11月 4日．兵庫（神戸コンベンションセ

ンター） 

99. 松井 宣昭、佐藤 広隆、斉藤 聡：MR Elastography を用いた肝硬度・脾硬度の測定と

食道静脈瘤評価への応用．JDDW2016ワークショップ 15(肝臓学会・消化器病学会)．2016

年 11月 4日．兵庫（神戸コンベンションセンター） 

100.藤田 祐司、中島 淳、窪田 賢輔：膵内胆管非拡張例に対する EPLBD 時の安全なバルー

ン拡張テクニック．JDDW2016 ワークショップ 18(消化器内視鏡学会・消化器外科学会)．

2016年 11月 5日．兵庫（神戸コンベンションセンター） 

101.渡邉 誠太郎、窪田 賢輔、中島 淳：超音波内視鏡ガイド下胆管十二指腸吻合術におけ

る粘膜二重穿刺時の対処法．JDDW2016ワークショップ 18(消化器内視鏡学会・消化器外

科学会)．2016年 11 月 5日．兵庫（神戸コンベンションセンター） 

102.細野 邦広、岩崎 暁人、佐藤 高光、藤田 祐司、香川 幸一、窪田 賢輔、中島 淳：腹

部超音波検診（膵部門，D判定）からの膵癌発見への内視鏡の役割．JDDW2016 デジタル

ポスターセッション(消化器病学会)．2016年 11月 3日．兵庫（神戸コンベンションセ

ンター） 



103.稲生 優海、松浦 瑞恵、飯田 洋、野中 敬、稲森 正彦、中島 淳：慢性便秘症と大腸内

視鏡の難易度についての検討．JDDW2016 デジタルポスターセッション(消化器病学

会)．2016年 11 月 5日．兵庫（神戸コンベンションセンター） 

104.栗田 裕介、日暮 琢磨、大久保 秀則、遠藤 宏樹、野中 敬、窪田 賢輔、中島 淳：大

腸ポリープに対する polypectomy における Incomplete polyp resectionのリスク因子

の検討．JDDW2016デジタルポスターセッション(消化器病学会)．2016年 11月 5日．兵

庫（神戸コンベンションセンター） 

105.後藤 駿吾、有本 純、日暮 琢磨、冬木 晶子、大久保 秀則、遠藤 宏樹、野中 敬、坂

口 隆、 厚川 和裕、中島 淳：大腸 ESDが腹部症状に与える影響に関する検討．JDDW2016

デジタルポスターセッション(消化器内視鏡学会)．2016年 11月 3日．兵庫（神戸コン

ベンションセンター） 

106.有本 純、日暮 琢磨、冬木 晶子、大久保 秀則、千葉 秀幸、遠藤 宏樹、野中 敬、坂

口 隆、 厚川 和裕、中島 淳：大腸 ESD 後の痛みの危険因子の検討．JDDW2016 デジタ

ルポスターセッション(消化器内視鏡学会)．2016年 11月 3日．兵庫（神戸コンベンシ

ョンセンター） 

107.佐藤 高光、栗田 裕介、長谷川 翔、岩崎 暁人、藤田 裕司、加藤 真吾、細野 邦広、

中島 淳、窪田 賢輔：良性胆道狭窄・術前胆道ドレナージに対する超音波内視鏡下胆道

ドレナージ術の適応．JDDW2016デジタルポスターセッション(消化器内視鏡学会)．2016

年 11月 3日．兵庫（神戸コンベンションセンター） 

108.岩崎 暁人、栗田 裕介、長谷川 翔、佐藤 高光、藤田 祐司、細野 邦広、加藤 真吾、

中島 淳、窪田 賢輔：術後再建腸管の狭窄に対するシングルバルーン内視鏡による金属

ステントの有用性．JDDW2016 デジタルポスターセッション(消化器内視鏡学会)．2016

年 11月 3日．兵庫（神戸コンベンションセンター） 

109.友成 悠邦、有本 純、田村 哲哉、後藤 駿吾、日暮 琢磨、斯波 忠彦、坂口 隆、厚川 

和裕、中島 淳：大腸腺腫発見率(Adenoma Detection Rate:ADR)低下の危険因子に関す

る検討．JDDW2016 デジタルポスターセッション(消化器内視鏡学会)．2016 年 11 月 4

日．兵庫（神戸コンベンションセンター） 

110.Arimoto J：Diagnostic test accuracy of glutamate dehydrogenase for Clostridium 

difficile: Systematic review and meta-analysis．APDW2016 Digital Poster, Lower 

GI "Immunity and Inflammation 1" Nov. 3,2016. Kobe 

111.Nakajima A：Chairs．APDW2016 Digital Poster, Liver "HCC 1/Others 1"Nov. 3,2016. 

Kobe 

112.Arimoto J：The analysis of risk factors of Post colorectal ESD Localized Pain 

Syndrome．APDW2016 Digital Poster, Endoscopy "Colon 4" Nov. 4,2016. Kobe 

113.Kessoku T：The aggravation of nonalcoholic fatty liver disease is associated 

with endotoxemia via the increase of gut-permeability by faecalibacterium 



prausnittii. APDW2016  Digital Poster, Liver "Hepatitis C 2/Metabolic 

Disorders 1" Nov. 4,2016. Kobe 

114.Honda Y: K-877, a novel selective PPARα modulator (SPPARMα), improves the 

pathogenesis of nonalcoholic steatohepatitis in mice by stimulating liver lipid 

turnover and modulating energy metabolism. APDW2016 Digital Poster, Liver 

"Metabolic Disorders 2" Nov. 4, 2016. Kobe 

115.Ahmad S. Alawad, Masato Yoneda, Tiffannia Grant, Emmanuel Thomas, Eugene R. 

Schiff. Regression of Liver Fibrosis Stage in Chronic Hepatitis C Infected 

Patients After Achieving Sustained Virologic Response Using Direct-Acting 

Antivirals as Demonstrated by Elastography. The Liver Meeting® 2016 – The 

67th Annual Meeting of the American Association for the Study of Liver 

Diseases (AASLD). Nov. 12, 2016. Boston. 

116.Masato Yoneda, Satoru Saito, Eugene R. Schiff, Emmanuel Thomas. HBV and DNA 

Triggers a Rapid Intrinsic Innate Cytokine Response in Hepatocytes through NF-

κB. The Liver Meeting® 2016 – The 67th Annual Meeting of the American 

Association for the Study of Liver Diseases (AASLD). Nov. 12, 2016. Boston. 

117.中島淳：司会．第 54 回小腸研究会 シンポジウム 3「小腸疾患と全身疾患の接点」．2016

年 11月 12日．さいたま市（ソニックシティ 国際会議室） 

118.結束貴臣、今城健人、本多靖、小川祐二、田中良紀、嶋川真木、大野裕史、米田正人、

和田孝一郎、斉藤聡、中島淳：非アルコール性脂肪肝炎の病態進展における偏性嫌気性

菌とエンドトキシンの関連性の検討─腸管透過性を介した Gut-liver axis ─．第 54

回小腸研究会 シンポジウム 3「小腸疾患と全身疾患の接点」．2016年 11月 12日．さ

いたま市（ソニックシティ 国際会議室） 

119.野中敬、有本純、稲生優海、冬木晶子、日暮琢磨、大久保秀則、飯田洋、稲森正彦、中

島淳：当院における Helicobacter pylori 除菌後発見胃癌の内視鏡的特徴に関する検

討．第 49回神奈川県消化器病医学会総会 ワークショップ『拡大内視鏡検査の Up to 

date』．2016 年 11月 12日．横浜（新横浜プリンスホテル） 

120.中島淳：司会．第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会 パネルディスカッション 4 腸

管運動障害の診断と治療．2016 年 11月 19日．三重県（三重県営サンアリーナ） 

121.大久保秀則、冬木晶子、中島淳：慢性偽性腸閉塞症（CIPO）の診断の進歩と新規治療法

の提案．第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会 パネルディスカッション 4 腸管運動

障害の診断と治療．2016年 11月 19日．三重県（三重県営サンアリーナ） 

122.加藤孝征、有本純、中島淳：健常ボランティアにおける PPI投与の腸内細菌叢および代

謝産物への影響とその功罪．第 47回日本消化吸収学会総会 シンポジウム １ 腸内

細菌の話題 ～現在および未来～．2016 年 11 月 26 日．兵庫県（神戸ポートピアホテ

ル） 



123.大久保直紀、田邉浩紹、高津智弘、石川裕太郎、岩瀬麻衣、三澤昇、内田苗利、松浦瑞

惠、村田依子、栗山仁、秦康夫、大久保秀則、中島淳：慢性偽性腸閉塞の経過中に発症

した門脈ガス血症の一例．日本消化器病学会関東支部第 342 回例会 （５）研修医Ⅴ

（小腸・大腸）．2016 年 12 月 3日．東京都（海運クラブ） 

124.有本純、日暮琢磨、冬木晶子、大久保秀則、野中敬、中島淳：急速な血栓形成を認めた

原因不明の上腸間膜静脈血栓症の一例．日本消化器病学会関東支部第 342 回例会（１

４）大腸１．2016年 12月 3日．東京都（海運クラブ） 

125.中島淳：司会．第 41 回日本肝臓学会東部会 ワークショップ 5 アルコール性肝障害 

最近の話題．2016年 12月 8日．東京都（京王プラザホテル） 

126.小川祐二、今城健人、中島淳：非ウイルス性肝癌症例における肝硬度および肝内鉄沈着

に関する検討．第 41 回日本肝臓学会東部会 ワークショップ 6 非ウイルス性肝癌の

現況と治療戦略．2016年 12月 8日．東京都（京王プラザホテル） 

127.本多靖、米田正人、中島淳：新規選択的 PPARαモジュレーター（SPPARMα）K 877の脂

質・エネルギー代謝調節による NASH 病態改善作用．第 41 回日本肝臓学会東部会 ワ

ークショップ 9 肥満と肝疾患．2016年 12月 9日．東京都（京王プラザホテル） 

128.松井宣昭、今城健人、斉藤聡：MR Elastographyを用いた食道静脈瘤の非侵襲的な診断

及び管理の検討．第 41回日本肝臓学会東部会 ワークショップ 10 門脈圧亢進症治療

の進歩．2016年 12月 9日．東京都（京王プラザホテル） 

129.今城健人、斉藤聡、中島淳：慢性肝疾患における肝硬度の不均一性を検討する．第 41

回日本肝臓学会東部会 一般演題（口演）14 肝線維化（1）．2016年 12月 8日．東京

都（京王プラザホテル） 

130.斉藤聡、熊本宜文、中島淳：肝移植における C 型肝硬変患者の抗ウイルス治療の問題

点．第 41 回日本肝臓学会東部会 一般演題（口演）17 C型肝炎（2）．2016年 12月 8

日．東京都（京王プラザホテル） 

131.藤井徹朗、藤川博敏、遠藤貴子、有間修平、堤菜津子、三浦隆生、宇野昭毅、宮川浩、

菊池健太郎、長谷川博雅、松岡俊一、森山光彦、斉藤聡、中島淳：当院で経験した重症

型自己免疫性肝炎の 3例．第 41回日本肝臓学会東部会 一般演題（口演）53 自己免

疫性肝疾患（4）．2016年 12月 9日．東京都（京王プラザホテル） 

132.留野渉、中島淳、斉藤聡：MRIを用いた C型慢性肝炎治療前後の肝内鉄沈着及び肝硬度

変化についての検討．第 41回日本肝臓学会東部会 一般演題（口演）57 C型肝炎（14）．

2016年 12月 9日．東京都（京王プラザホテル） 

 

 

特別講演 

1. 中島淳：「慢性便秘診療のわが国の現状と課題～内科からの視点で～」．第 22回大腸肛

門機能障害研究会特別講演 平成 28年 9月 3日．東京（ホテルニューオータニ） 



 

 

テレビ出演 

1. 結束貴臣：毎日放送「林先生が驚く初耳学！」．2016年 1月 31日（日）22:00〜22:54 

2. 中島淳：BS 朝日「３つの新事実 SP」．2016 年 3 月 5 日（土）16：00～18：00（初回放

送 2014/9/16） 

3. 結束貴臣：TBS「健康カプセル！ゲンキの時間」テーマ「歯」．2016 年 9 月 11 日（日）

午前 7:00〜7:30 

4. 中島淳、結束貴臣：NHK 総合「ガッテン！」．まさか！ダイエットが引き起こす肝臓の

悲劇．2016 年 10 月 12日 19:30～20:15、2016 年 10月 18日 00:10～0:55 

5. 米田正人：健康カプセル！ゲンキの時間 肝臓健康県・福井のヒミツ．TBS，2016 年 12

月 25日(日) 7:00～ 7:30 

 

 

ラジオ出演 

1. 中島淳：ラジオ NIKKEIドクターサロン「基礎疾患のない慢性便秘」．2016年 2月 17日

21:15～21:30 

 

 

受賞等 

1. 結束貴臣,今城健人,本多靖,加藤孝征,小川祐二,留野渉,馬渡弘典,遠藤宏樹,藤田浩

司,米田正人,斉藤聡,和田孝一郎,中島淳.アルコール性肝障害、非アルコール性脂肪

肝疾患患者の腸内細菌叢に関する検討,第35回アルコール医学生物学研究会学術集会,

一般演題7,2016年1月23日,東京,優秀演題賞受賞. 

2. 今城健人：慢性肝疾患の病期診断におけるＭＲＩの有用性を検討する．第12回酸化ス

トレスと肝研究会セッション１「ＮＡＳＨ・ＮＡＦＬＤの病態（１）」，2016年2月

13日，福岡，奨励賞受賞 

3. 本多靖：

oneofthebest6postersatILC2016™andthebestinthe“Metabolic,alcoholandtoxicity

”speciality2016年4月， 

4. 日暮琢磨：2016年度日本癌学会奨励賞臨床 メトホルミンによる大腸腫瘍の化学予防 

5. 結束貴臣：日本消化吸収学会 学会賞「microRNA‐27bの臓器間連関からみた肥満・

NAFLD形成メカニズム」（学会誌「消化と吸収」Vol.38 No.2掲載），平成28年11月26

日 

6. 有本純：日本消化器内視鏡学会学会賞 『Clinical value of capsule endoscopy 

for detecting small bowel lesions in patients with intestinal Behçet's 



disease』 

7. 日暮琢磨：2016年度 公益財団法人 武田科学振興財団 研究助成．『アスピリンと

メトホルミンの組み合わせによる大腸腫瘍の化学予防の確立』 

8. 日暮琢磨：第45回かなえ医薬振興財団研究助成 『アスピリンとメトホルミンの組み

合わせによる大腸腫瘍の化学予防効果の検討』  


